
二

勝
山
町
域
の
道

香
春
道
と
椎
田
道

香
春
町
の
職
人
町
東
入
口
に
「
従
是
採
銅
所
迄
壱

里
半
、
従
是
久
保
新
町
迄
壱
里
」
と
い
う
里
程
石

標
が
立
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
香
春
町
の
東
の
追
分
で
あ
り
、
こ
の
地
点

を
「
道
標
の
辻
」、「
上
の
辻
の
道
標
」、
地
元
の
人
に
は
「
み
ち
し
る
べ

の
つ
じ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
久
保
新
町
」
と
は
、
勝
山
町
の
久
保
新

町
の
こ
と
で
、
こ
の
香
春
町
の
職
人
町
東
入
口
の
里
程
石
標
は
、
香
春
と

京
築
を
結
ぶ
追
分
道
の
起
点
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
「
香
春
│
椎
田
道
」
は
、
香
春
（
宿
駅
）
│
鏡
山
│
上
野
│
新
町

（
宿
駅
）
│
上
久
保
│
中
久
保
│
下
久
保
│
天
生
田
│
惣
社
│
国
作
│
徳

永
│
弓
ノ
師
│
築
城
│
椎
田
（
宿
駅
）
の
コ
ー
ス
を
た
ど
り
、
九
州
の
代

表
的
な
脇
街
道
「
豊
前
道
」（
豊
前
小
倉
と
豊
後
府
内
を
結
ぶ
主
要
幹
線
）

に
交
差
す
る
重
要
な
道
筋
で
あ
る
。

「
中
津
御
城
下
道
筋
図
」（
福
岡
県
立
糸
島
高
校
所
蔵
、
図
５
―
１２
）
に

「
○
博
多
│
三
リ
半
│
○
篠
西
木
│
市
坂
・
四
リ
│
○
飯
塚
│
峠
・
五
リ

半
│
○
香
原
（
香
春
）
│
二
リ
│
○
上
新
町
│
四
里
│
○
椎
田
」
と
あ

る
、
博
多
と
椎
田
を
結
ぶ
道
筋
の
う
ち
「
○
香
原
（
香
春
）
│
二
リ
│
○

上
新
町
│
四
リ
│
○
椎
田
」
の
部
分
が
「
香
春
│
椎
田
道
」
で
あ
る
。
な

お
「
上
新
町
」
と
は
、
上
久
保
新
町
の
こ
と
で
あ
り
、
勝
山
町
の
久
保
新

町
で
あ
る
。

香
春
│
椎
田
間
六
里
（
約
二
四
�
）
の
お
よ
そ
中
間
点
に
位
置
す
る

あ

も

う

だ

天
生
田
（
行
橋
市
天
生
田
）
の
交
差
点
隅
に
、
石
の
道
標
と
「
道
路
標
柱
」

の
説
明
板
が
立
っ
て
い
る
。
説
明
板
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。

行
橋
指
定
（
民
）
四
号

道

路

標

柱

指
定
年
月
日

昭
和
四
十
八
年
七
月
一
日

江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
道
路
標
柱
で
、
花
崗
岩
の
四
角
柱
。
高
さ
は
一
三
六
�
、

幅
二
八
�
。「
従
是
東
椎
田
道
」、「
従
是
南
石
坂
越
彦
山
道
」、「
従
是
西
香
春
道
」、

「
従
是
北
小
倉
」
と
四
面
に
刻
字
さ
れ
て
い
る
。
東
方
の
椎
田
か
ら
西
方
の
香
春
に

通
じ
る
道
は
、
往
時
の
豊
前
国
府
か
ら
七
曲
峠
を
経
て
香
春
に
通
ず
る
官
道
沿
い
の

（
彦
）

古
道
で
も
あ
っ
た
し
、
今
川
沿
い
に
英
山
街
道
が
通
じ
て
い
た
こ
と
を
こ
の
道
し
る

べ
は
教
え
て
く
れ
る
。

行
橋
市
教
育
委
員
会

こ
の
説
明
板
で
、「
東
方
の
椎
田
か
ら
西
方
の
香
春
に
通
じ
る
道
」、

「
往
時
の
豊
前
国
府
か
ら
七
曲
峠
を
経
て
香
春
に
通
ず
る
官
道
沿
い
の
古

道
」
と
表
現

さ
れ
て
い
る

道

は
、「
正

保
国
絵
図
」

や
「
豊
前
小

倉
領
全
図
」

で
図
示
さ
れ

て
い
る
椎
田

写真５―１７ 「従是久保新町迄壹
里半」の道標
（香春町職人町）
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深 江

二
リ二

リ

二
リ

一リ 半

半 リ

四 リ

四
リ

四 リ

二
リ二

リ 四
リ

上
新
町

香
原
五
リ
半

三
リ
半

篠
西
木

市
坂

四
リ

三
リ

四リ

黒
崎

小
倉

苅田
五リ

五
リ

五 リ

二
リ

二
リ

大
隈猪

膝
二
リ

二
リ

四リ

山
麻

椎
田

八
屋

正
一
リ

二
リ
松
江
正
一
リ

（
鹿
）

三
リ

油
須
原

千
手

秋
月
峠

二 日 市

三
リ
　
二
リ
三
十
二
丁

実
二
リ
三
十
二
丁

木
屋
之
瀬

赤
間

二リ

二
リ

二 十 丁

前
原今

宿

姪
濱

福 岡

博 多

箱 崎

青 柳

畔
町

中
津
御
城
下
道
筋

　
川
上
六
右
衛
門

峠

笠
松
山

飯塚

中津
小倉三十九里廿町

飯塚通三十九里半

秋月通三十六里

│
築
城
│
別
府
│
徳
永
│
田
中
│
国
作
│
天
生
田
│
大
谷
│
西
谷
│
新
町

│
上
野
│
香
春
の
コ
ー
ス
を
と
る
道
の
こ
と
で
あ
る
。
椎
田
駅
と
香
春
駅

を
結
ぶ
ル
ー
ト
の
う
ち
、
椎
田
│
築
城
│
別
府
│
徳
永
│
田
中
│
国
作
を

経
て
天
生
田
に
至
る
道
は
、
石
の
道
標
に
よ
る
と
、「
椎
田
道
」
と
呼
ん

で
い
る
。
そ
し
て
、
天
生
田
│
大
谷
│
西
谷
│
久
保
│
新
町
│
上
野
│
鏡

山
│
香
春
の
コ
ー

ス
を
「
香
春
道
」

と
呼
ん
で
い
る
の

で
あ
る
。

新
町
宿
駅

こ
の
「
香
春
道
」

の
う
ち
、
新
町
村

（
勝
山
町
松
田
）

は
、「
豊
前
小
倉

領
全
図
」（
図
５

―
１１
）
で
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
宿

駅
で
あ
っ
た
。

元
和
八
年
（
一

六
二
二
）
の
豊
前

細
川
期
の
『
小
倉

藩
人
畜
改
帳
』
に
は
、
新
町
村
は
み
え
ず
、「
正
保
国
絵
図
」
に
「
上
久

保
ノ
内
、
新
町
」
と
み
え
る
。
正
保
期
（
一
六
四
四
〜
四
八
）
は
上
久
保

村
（
千
石
余
）
に
含
ま
れ
て
お
り
、
村
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
香
春
町

の
職
人
町
東
入
口
の
追
分
に
、「
従
是
久
保
新
町
迄
壱
里
」
と
い
う
里
程

石
標
が
立
っ
て
い
る
よ
う
に
、
新
町
村
が
「
久
保
新
町
」
と
も
称
さ
れ
た

理
由
は
、
上
久
保
村
の
う
ち
、
新
町
で
あ
っ
た
、
と
い
う
経
緯
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
「
豊
前
図
」（
国
絵
図
）
で
は
、「
新
町

村

九
十
五
石
余
」
と
、
村
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
上
久
保
村
の
村
高
は

「
七
百
八
十
二
石
余
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
正
保
期
か
ら
元
禄
期
ま
で

の
、
約
四
〇
年
の
間
に
、
新
町

村
は
、
上
久
保
村
か
ら
分
立
し

た
の
で
あ
る
。

貝
原
益
軒
の
『
豊
国
紀
行
』

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
五
月

五
日
の
条
に
「
上
野
新
町
は
七

曲
嶺
を
東
の
方
に
下
だ
り
つ
く

し
て
上
野
村
の
な
を
東
に
有
。

馬
駅
也
。
香
春
よ
り
一
里
十
七

町
有
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
新
町
村
は
「
上
野
新
町
」

（
慶
応
四
年
「
辰
御
用
日
記
」

図５―１２ 「中津御城下道筋図」（福岡県立糸島高校所蔵）

写真５―１８ 道路標柱とその説明板（行橋市天生田）

第５編 近 世

702



永
井
家
文
書
で
も
）
と
も
称
さ
れ
「
馬
駅
」
（
人
馬
継
立
所
、
宿
駅
）
で
あ
っ

た
。延

享
三
年
（
一
七
四
六
）
一
月
十
六
日
の
「
豊
前
国
小
倉
領
郡
村
高
辻

帳
」（
半
田
�
夫
校
訂
『
豊
津
藩
歴
史
と
風
土
』
第
一
輯
、
発
行
豊
津
町
所

収
）
に
「
一
、
高
九
拾
五
石
三
斗
九
升
七
合

新
町
村
」・「
一
、
高
七
百

八
拾
弐
石
弐
斗
七
升
五
合

上
久
保
村
」・「
一
、
高
三
百
弐
拾
九
石
八
斗

五
升
三
合

上
野
村
」
と
あ
り
、
新
町
村
は
、
上
久
保
村
か
ら
も
、
上
野

村
か
ら
も
独
立
し
た
村
で
あ
る
の
に
、
貝
原
益
軒
の
『
豊
国
紀
行
』
で
も

「
上
野
新
町
」
と
散
見
さ
れ
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
の
「
大
庄
屋
・
小
庄
屋
」（
豊
前
市
、
清
原
家

文
書
）
に
、

京

都

郡

大

庄

屋

久
保
小
右
衛
門

子
（
供
）
共

役

同

健

吉

新

町

市
左
衛
門

上

野

村

右

同

人

下

田

村

傳

四

郎

菩

提

村

右

同

人

御
手
水
村

作

兵

衛

圖

師

村

右

同

人

上
久
保
村

七
左
衛
門

中
久
保
村

源

蔵

飛

松

村

右

同

人

下
久
保
村

嘉

四

郎

平

尾

村

右

同

人

（
以
下
略
す
）

と
あ
る
。
新
町
と
上
野
村
の
庄
屋
は
、
市
左
衛
門
が
兼
帯
し
て
い
た
の

で
、
新
町
村
は
「
上
野
新
町
」
と
も
称
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

十
八
世
紀
の

新
町
商
人
は
、

相
当
に
裕
福
で

あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
新
町
に

は
、
挿
花
真
古

流
の
名
家
が

あ
っ
た
。
初
代

写真５―１９ 「従是東椎田道」「従
是南石坂越彦山道」
「従是西香春道」「従
是北小倉道」と４面
に刻まれた石の道標
（行橋市天生田）

写真５―２０ 宿場「久保・新町」の
景観（勝山町新町）
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南
寿
庵
花
敬
、
通
称
木
村
徳
右
衛
門
は
、
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
六

月
、
一
国
庵
花
頭
（
開
祖
同
仁
斎
一
花

＝

足
利
義
政
よ
り
伝
統
第
十
八
代
）

よ
り
真
古
流
の
名
称
を
受
け
、
花
道
宗
匠
と
し
て
当
地
に
招
か
れ
、
代
々

こ
の
地
に
あ
っ
て
花
楽
堂
を
称
し
、
九
代
雪
蹊
、
通
称
木
村
則
英
に
至
っ

て
い
る
。

江
戸
中
期
か
ら
明
治
期
の
町
並
み
に
は
、
こ
の
花
楽
堂
を
は
じ
め
、
米

屋
・
麹
屋
・
綿
屋
・
酒
屋
・
紺
屋
・
櫨
蝋
工
場
・
英
彦
山
ガ
ラ
ガ
ラ
工

場
・
大
工
八
軒
・
屋
根
師
三
軒
の
ほ
か
、
遊
女
屋
も
裏
町
に
栄
え
た
。

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
二
月
の
「
人
足
賃
銭
請
取
帳

中
原
嘉
左
右
」

に
、

覚

一
、
人
足
三
人

賃
札
壱
〆
三
百
八
十
文

右
は
新
町
よ
り
豊
津
ま
で

二
月
廿
八
日

新

町継

所

□印

と
あ
る
。
当
時
、
新
町
継
所
（
駅
所
）
か
ら
豊
津
駅
所
（
継
所
）
ま
で
の

人
馬
継
ぎ
立
て
費
用
の
う
ち
、
人
足
一
人
分
の
経
費
は
銭
四
六
〇
文
で

あ
っ
た
。

篠
原
街
道

行
橋
市
の
行
事
│
草
野
│
吉
国
、
そ

し
て
勝
山
町
の
黒
田
│
松
田
、
香
春

町
の
岩
原
口
│
高
野
口
│
香
春
の
ル
ー
ト
を
通
る
国
道

二
〇
一
号
は
「
篠
原
街
道
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
現

在
は
、
勝
山
町
と
香
春
町
が
新
仲
哀
ト
ン
ネ
ル
で
結
ば

れ
て
い
る
が
、
近
世
の
町
境
は
、
七
曲
峠
で
結
ば
れ
て

い
た
。

宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
の
幕
府
巡
見
使
一
行

は
、
行
事
│
草
野
│
吉
国
│
黒
田
と
、「
篠
原
街
道
」

を
通
り
、
更
に
新
町
│
七
曲
峠
│
鏡
山
を
経
て
香
春
へ

行
っ
た
が
、
二
八
年
後
の
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

の
苅
田
│
黒
田
間
の
巡
見
使
コ
ー
ス
を
、
藩
は
宝
暦
十

一
年
と
は
異
な
る
別
ル
ー
ト
に
変
更
し
よ
う
と
し
た
。

図５―１３ 人足賃銭請取帳―明治５年―
（北九州市立中央図書館架蔵）

「自文久元年明治五年人足賃銭請取帳」の中から、そ
の一部を抄録した。帳簿には、大里・小倉・苅田・行
事・新町・椎田・豊津・松江・八尾などの人馬継立場
（宿駅・継所・駅所・問屋）が散見する
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そ
の
理
由
は
、「
寛
政
巡
見
上
使
一
件
」
に
よ
る
と
、

数
年
通
路
こ
れ
な
き
儀
に
て
、
此
度
取
繕
い
候
は
、
新
規
同
然
の
儀
に
て
御
座
候
。

以
前
の
通
取
繕
い
、
馬
・
駕
差
し
支
え
こ
れ
な
き
様
に
い
た
し
候
得
ば
、
田
畠
に
も

さ
わ
り

し
ゅ
っ
た
い

な
か
ん
ず
く

少
々
宛
の
障
も
出
来
、
就
中
三
ケ
所
臨
時
の
掛
橋
も
御
座
候
て
、
余
計
の
人
遣
い
に

相
成
候
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
史
料
に
、

一
、
京
都
郡
の
内
、
（
事
）

行
司
村
よ
り
同
郡
久
保
村
迄
の
間
、
田
舎
道
に
て
御
座
候
事
。

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
篠
原
街
道
」
は
、
常
日
ご
ろ
は
人
通
り
が
少

な
く
、
荒
れ
て
し
ま
い
、
道
路
整
備
を
す
る
と
す
れ
ば
、
新
規
同
然
の
道

普
請
と
な
り
、
馬
や
駕
籠
が
差
し
支
え
な
く
通
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、

田
畠
を
削
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
巡
見
使
一
行
が
通
る
と
な
る
と
、
臨

時
の
橋
を
三
か
所
架
け
ね
ば
な
ら
ず
、
余
計
な
人
的
動
員
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
幕
府
巡
見
上
使
（
正
使
）
池
田
雅
次
郎
政
貞
は
、
こ
の
藩
の

申
し
出
を
、
き
っ
ぱ
り
断
っ
た
。
そ
し
て
、
結
局
、
宝
暦
十
年
と
同
じ
コ
ー

ス
（
篠
原
街
道
）
を
通
れ
る
よ
う
に
、
藩
は
道
普
請
と
三
か
所
の
仮
橋
架

け
を
行
っ
た
。

三

公
称
街
道
名
と
人
馬
賃
銭

公
称
街
道
名

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）、
幕
府
は
、
諸
大
名
に
対
し

て
、「
郷
帳
」
を
作
成
し
て
幕
府
勘
定
所
へ
提
出
す
る

よ
う
に
指
示
し
、
同
五
年
（
一
八
三
四
）
十
二
月
に
は
、「
天
保
郷
帳
」

を
完
成
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
翌
六
年
（
一
八
三
五
）
十
二
月
二
十
二
日
、

諸
大
名
に
国
絵
図
の
作
成
を
命
じ
た
（「
本
丸
廻
状
留
」）。
正
保
、
元
禄

の
場
合
は
、
諸
大
名
に
、
国
絵
図
を
実
際
に
作
成
し
て
提
出
さ
せ
た
が
、

「
天
保
国
絵
図
」
の
場
合
は
、
幕
府
が
、
元
禄
図
を
短
冊
型
に
何
葉
分
か

に
切
断
し
、
淡
彩
で
薄
紙
の
写
し
に
し
て
諸
藩
に
渡
し
、
元
禄
図
と
変

わ
っ
て
い
る
部
分
だ
け
を
紙
に
書
い
て
添
付
し
、
訂
正
し
て
提
出
さ
せ

た
。
幕
府
は
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
自
ら
国
絵
図
に
仕
上
げ
た
。
こ
の
よ

う
に
し
て
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
五
月
に
は
、「
天
保
国
絵
図
」
が

ほ
ぼ
完
成
し
た
。

こ
の
天
保
図
の
作
成
過
程
で
、
同
七
年
（
一
八
三
六
）
八
月
二
十
三
日
、

幕
府
勘
定
所
は
、
在
府
の
大
名
諸
家
留
守
居
役
を
招
集
し
、
領
内
の
五
街

道
、
脇
往
還
筋
の
人
馬
継
ぎ
立
て
・
宿
駅
・
人
馬
賃
銭
な
ど
を
調
べ
、
雛

型
に
沿
っ
て
、
書
付
を
提
出
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

六
角
文
書
群
（
九
州
大
学
文
化
史
研
究
施
設
所
蔵
）
の
中
に
、
次
の
よ

う
な
「
脇
往
還
筋
書
附
」
が
あ
る
。
多
少
長
文
に
な
る
が
、
近
世
の
交
通

史
料
と
し
て
は
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
全
国
各
地
の
脇
往
還
が
、
公
称
で

何
と
呼
ば
れ
た
か
、
そ
の
実
態
を
幕
府
レ
ベ
ル
で
調
査
し
た
雛
型
で
あ
る

の
で
、
次
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

本
紙
美
濃
紙

何
の
誰
領
分

脇

往

還

筋

書

附

第５章 交通と通信
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